



















































































































































































































































　1881年12月E.S.  ブース（Rev.  Eugene  Samuel  Booth）が校
長に就任した。ブースは1850年８月16日コネティカット州タン
ブルに生まれ、農家育ちの大工で、76年ラトガーズ大学卒業、
79年にはニューブランズウィック神学校を卒業、同年10月４日
横浜に妻エミリーと来日、同年12月８日長崎に着任、２年ほど
先住宣教師スタウトの賜暇帰米中、この地方の伝道事務を担当
した18。ブースの曾孫にあたるエステル・ブース・ペイジが祖
父のブースを次のように言っている。
　「祖父は背が低くて、がっちりとたくましい体格で、声低い
人でした。それは３人の息子たちにも受け継がれ、電話口では
誰だか区別がつかないほどでした。幼い私の心に強く焼きつい
ているのは威厳に満ちた祖父の姿です。学校では礼儀正しい生
徒や先生に囲まれている祖父をよく見かけました。とてもいかめしいけれども、朗らかでやさしくて、
ユーモアのある人でした。生真面目な外見だっただけに意外な感じがしたものです」19。
 
18  山本秀煌『フェリス和英女学校六十年史』（昭和６年２月）、48頁。
19  エステル・ブース・ペイジ「フェリスをめぐる人々―祖父の思い出」『あゆみ』44号（2000年）。
E.S. ブース（フェリス女学院資料室蔵）
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　キダーのあとウイットベック（Emma C. Witbeck）とH.L. ウィン（Harriet Louise Winn）という女
性宣教師が受け継いだが、見通しは明るくなかった。1881年12月横浜に来ていたブースに２代目校長の
話が持ちかけられ受諾する。ブースが校長に就任した時は、生徒数は18名ぐらいで学科の規定がない状
態だった。ブースが着任した翌年１月、フェリスの語り草になっている学科課程のことがある。当時は
修業年限なく、卒業したものは誰もいなかった。生徒が「何時我等は卒業できるのですかと尋ねました。
そこで、博士は一人の女教師に学科課程のことを尋ねられました。すると、学科課程は有るが、えを書
き記したものは無いとの事でした。それでは何処にありますかと、重ねて問ひますと、教師の頭の中に
あると言ふ返事。此のやうな有様で、生徒は何年でも勉強して居ります。其中に、大抵、学問が出来る
と思ふと退学して行きます。従って卒業生などいふものが御座りませぬ」20
　この学科課程を米国流の教育規則書にしてエディソンの速写器で500部印刷、全国の要所に郵送し反
響を呼び志願者が増えた。この時に公表した「最初の手刷規則書」には、当時の教育内容が書かれてい
る。これは、フェリスがどのような教育を実施していたかが分かる貴重な資料である。緒言を書いたブー
スが言うところのことを抄録をもって見てみたい。
　「緒言（前略）第一　女子教育ハ室家ノ和楽ヲ進ムルニ於テ大ニ力アリ、蓋シ教育ヲ蒙リタル婦女ハ
其家ノ男子ニ伴ナフニ当リテハ即チ好逑良伴トナレバナリ、（中略）家室ノ幸福ハ夫ノ母親並ニ姉妹ノ
不文無学ニシテ一家ノ事務ヲモ談ジ得ザル所ノ者ニ較ブレバ遥ニ大ナリ、是レ即チ女子教育ノ致ス所ナ
リトス　第二（前略）誠ニ女子教育ハ清潔高風ノ社会ニ欠ク可ラザル一事ナリ、如何トナレバ世上何レ
ノ邦ヲ論ゼズ女子教育ノ行ハレザル地ニ於テハ其社会ノ状態必ズ卑猥ナレバナリ、是当ニ然ルベシ如何
トイフニ是ノ如キ地ニ在テハ男女ヲ合スルニ高尚ノ目的ナケレバナリ、（中略）第三　女子教育ハ又国
ノ副ナリ、若シ母タル者無学ニシテ教ヘ無レバ其子女多ク之ニ倣フ可シ、若シ之レニ反シテ母親ニ学問
ノ力アル時ハ子女モ亦タ学ニ進ムベシ、抑モ人ノ子女タル者ハ皆其生長ノ後社会ニ出テ各種ノ事務ニ従
フ者ナリ、而シテ其子女薫陶ハ母親ノ最モ主ル所ナリ、（中略）然レバ則チ後日ニ至リテ人ノ母ト為ル
可キ所ノ日本女子ヲ教養薫陶スルハ開化ノ極ニ達スルノ真道要路ナリト謂フベシ、（中略）是故ニ当校
ニ於テハ西洋文化ノ蘊奥ヲ教へ又是ト俱ニ日本支那ノ文学ヲ授ク、皆至当ノ人ヲ以テ之ヲ教授ス、（中略）
イ、エス、ブース拝啓」21
　この学科課程を米国流の教育規則書にしてエディソンの速写器で500部印刷、全国の要所に郵送し反
響を呼び志願者が増えた。この時に公表した「最初の手刷規則書」には、当時の教育内容が書かれてい
る。これは、フェリスがどのような教育を実施していたかが分かる貴重な資料である。緒言を書いたブー
スが言うところのことを抄録をもって見てみたい。
　当時の教則は、前課一年、本課（本科）４、５年、後課（高等科）３年、前課は、小学二年生以上の
ものが入るもので、本課は、和漢学に熟達するものは１年余計に学ぶもので、試験は年３回、進級試験
は年１回であった。ここに書かれたものは、当時フェリスの教育の内容をブースがまとめたもので、そ
の点で教育の考え方が表れている。第一に家庭においては、妻はある種の教養が必要である。第二に女
 
20  山本秀煌『フェリス和英女学校六十年史』49頁。
21 『フェリス女学院150年史資料集◆第２集◆近代女子教育　新学期制までの軌跡　学校要覧・認可申請書』（フェ
リス女学院150年史編纂委員会、2012年）、９頁。
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子教育は清潔高風の社会において必要欠くべからざるものであり、女子教育の寄宿舎が手ざまとなり収
容しきれなくなったので米本国に報告、増築費を請求、リフォームド婦人伝道局から資金が来て横浜在
住米国人等からも寄付が来たので、1883年秋には寄宿舎が竣工、42人の収容力は90人になったのである。
しかし校舎も寄宿舎も２年にして狭隘を感じるようになり、第２回の拡張を企画せざるを得ない嬉しい
誤算。この年明治学院神学部を卒業した山本秀煌が教頭に就任、ブースを補佐した。生徒急増の背景に
はいくつかの要因があった。第一には欧化主義の影響があり、欧化主義によって外国文化に触れること
が望まれるようになった結果、ミッション・スクールがにわかに脚光を浴びた。第二には優れた教育内
容にあった。官立の女学校が整備されていないこともあって、フェリスのカリキュラムが注目された。
第三に1883（明治16）年に起こったリバイバルと関係が深かったと思われる。1872年の横浜における初
週祈祷会は、最初の日本人によるプロテスタント教会を生み出したが、またしても横浜から信仰覚醒運
動というべきものが起こったのである。リバイバルの発端は、海岸教会の牧師であるバラが夢に見た不
思議な羊の群れの説教がその契機になった。1883（明治16）年１月からリバイバルが横浜から起こった。
その信仰の覚醒運動は次のようであった。
　「横浜に於て開かれたる初週祈祷会はすこぶる活気に満ち、一週間を以て満足すること能はず、一週
二週三週四週相続きて開かれ活気益々盛なりしが此恩寵は先ず東京に波及し、東京英和学校（青山学院
の前身）、海岸女学校（青山学院の前身）等の生徒にして、悔改めて道を信ずるものすこぶる多く、尋
で府下各派の教会に波及」していったのである22。続いて上州安中、神戸、大阪へ、同年５月には東京
で開催された大親睦においてもリバイバルが起こり、海岸教会でも急激に受洗者と教勢が伸びて行った。
当時寄宿舎にいたフェリスの生徒と共立学園の生徒は、日曜日には海岸教会の礼拝に出席、フェリスの
教頭だった山本秀煌が生徒を引率して礼拝に出席した。
　最初このリバイバルの時期、フェリス関係者の多くが通っていた海岸教会の教勢をみると、明治15年
では受洗者14名であったものが16年では83名に急上昇し、17年39名と少しダウンするが、明治18年には
60名と上昇している。それが19年では一挙に144名となり、明治22年まで三桁の数字を残しているが、
大日本帝国憲法発布後の明治23年になると40名まで急激に落ち込んでいく。
　次にブースのフェリスに仕えた40年余りの歩みを顧みると、1881（明治14）から1922（大正11）年ま
で勤め、全生涯をフェリスのために捧げた。キダーがフェリス・セミナリーを立ち上げたことは画期的
なことであったが、学校の施設を整備し、経営を安定化させたのはブースであった。すでに述べたよう
に、明治10年代後半の時代は日本社会の近代化を進める時期で、積極的に西欧化した時代でもあったの
で生徒数が急上昇した。しかし、明治20年代になると大日本帝国憲法が施行され、教育勅語が発布され
ると急激にその勢いは止まって、下降線を辿るようになる。それに追い打ちをかけたのは、1899（明治
32）年８月３日に公布された文部省訓令12号であった。12号は、私立学校令とともに出されたもので、
「学科課程に関し法令の規定ある学校に於ては課程の外たりとも宗教上の教育を施し又は宗教上の儀式
を行ふことを許さざるべし」というものであった。当時の当局者田所美治はこれに関して次のように述
べている。
 
22  高木壬太郎『基督教大事典』（警醒社書店、1911年）、1470頁。
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　「条約改正に際し外国人の内地雑居等も自然増加し、外国人が設立する私立学校も亦追々増加すべき
を予想し私立学校令を制定せるが、本来宗教関係のことも私立学校令中に入れられるべき筈なりしを、
引き抜いて別に訓令として発布せられものである」23。とその公布の理由を述べている。1899（明治32）
年条約改正に伴って内地雑居が許されると、キリスト教の勢力が伸長するという考え方から私立学校を
管理下に置き、キリスト教の影響を排除しようとした。そして、「私立学校令」「中学校令」「高等女学
校令」を発布して、宗教教育をしてはならないとした。文部省訓令12号は、全国のキリスト教学校に大
きな影響を与えた。
　1898（明治31）年４月第二次山県内閣のもとに第３回の高等教育会議に普通教育における宗教教育禁
止条項が諮詢されると、在日の各派外国ミッションは、直ちに適切な行動をとるために特別委員会を設
置し、各派の在京宣教師と日本人キリスト教指導者による学校委員会を組織した。1899（明治32）年８
月３日訓令12号が公布された。日本人キリスト教指導者の反応は深刻なものではなく、明治学院の井深
梶之助、青山学院の本多庸一などは、この訓令に対する危機感を抱いていないことに明治学院の宣教師
インブリーは驚愕している24。インブリーは井深から訓令12号は時限立法であるので、そのうちに嵐は
止む、その間中学部生徒には個人的にキリスト教教育を施せばよいという楽観論を聞かされたという。
その後、外国ミッションから日本のキリスト教学校に対して、訓令12号への対応が不十分であることが
叫ばれ、外国公使が介入したので国際問題化し、政治外交上からも政府は対応せざるを得なくなっていっ
た。そのような中で、キリスト教６学校代表者会議が、同年８月16日に開かれた。同志社、青山学院、
明治学院、東洋英和学校、立教学校、名古屋英和学校の６校の代表者、即ち日本人代表者５名、宣教師
代表12名が出席、共同声明を発することは困難と思われたが、訓令12号は憲法違反であると指摘、キリ
スト教主義の堅持をうたった共同声明が採択され、日本語及び英語で新聞紙上に公表された。かくて、
文部大臣など、文部省幹部との交渉を通して、徴兵猶予の認可を４月には同志社普通学校が、７月には
明治学院普通学部が受けた。また全国官立高等学校校長会議における入学規則改正により高等学校進学
の権利を獲得した25。
　それに対して女学校は、男子校のように、委員会を設置して各学校が連携した動きを見ることができ
ない。それは、男子の場合、上級学校への進学、徴兵猶予の措置がない場合、生徒がゼロになる可能性
があるという危機感があったのに対し、女子校の場合は打撃は大きいものの、男子校ほど直接的な打撃
がなかったことが考えられる。しかし、高等女学校にしないで各種学校に甘んじることは、様々な問題
をそこに内包するものがあり、後々まで苦境に立たされることになるのである。当時のキリスト教学校
の中で、この訓令12号によって消えてしまった学校も少なくなかった。キリスト教女学校の多くは各種
学校になることによって、宗教教育を続けるという道をとった。フェリスもその方向を選んだのである。
横浜では、共立女学校、横浜英和女学校、捜真女学校などが各種学校の道を選んだのである。フェリス
の教頭であった林さだが、ブースの「追憶」を書いた文章の中に「一時は二百名以上にも昇った生徒の
数が参八名に減じた」と書き記している26。
 
23  田所美治「教育七十年を回顧して」『文部時報』第730号（文部省、1941年）、33-34頁。
24  中島耕二『近代日本の外交と宣教師』（吉川弘文館、2012年）、163頁。
25  中島耕二『近代日本の外交と宣教師』前掲書、166頁～181頁。
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　そして、1899（明治32）年訓令12号が出た年に高等科を廃止、同時に名称をフェリス和英女学校とし
1902（明治35）年、訓令12号が出たあとに教頭として招聘された岩佐琢蔵は、一番生徒が減少したとき
に就任し、この現象をとどめ上昇させるためにブースに色々と進言した。1902（明治35）年から24（大
正13）年まで勤めた人で、訓令12号が出た状況のなかで、学校が衰微してはいけないと高等女学校には
種々の特権があるので検討したらどうかと進言したところ、絶対に高等女学校にはしないとして断言し、
ブースにはキリスト教教育を貫くとの強い考えがあった。
　「日本は官尊民卑の国であり高等女学校には種々の特権がある。…各地に高等女学校が出来て、何れ
も満員の盛況であるのに、独り宗教学校は何れも衰微の極に沈淪し、今にも自滅せんとして居る。フェ
リス女学校は世の大勢に順応し、其流れに棹さすのは労少なくして功多くはないかと反問したが、校長
は断じて高等女学校にはせぬ、高等女学校として科外に内証に聖書を教ふるなどの事は良心が宥さぬ、
止むなくんは学校が滅亡しても宜しい。私は高等女学校とせず、単なる私立学校として雑種学校の地位
にありながら、校運を隆盛ならしむることは非常の困難であると考へたが、兎も角も、勢力の続かん限
り、活躍せねばならぬと考へた」27。
　この時教頭の岩佐は、校長より全責任を負わされた以上、どこまでもフェリスのために生涯をささげ
ると言ってブースについていったのである。文部省訓令12号によって、高等学校及び専門学校の受験資
格が取られ、徴兵猶予の特権も与えられなかった。男子のミッション・スクールのなかには、これらの
特権を得るためにキリスト教主義の看板を外したところもあった。フェリスが高度の教育内容を持ちな
がら高等女学校にせず、各種学校のままとしたのは、他ならぬ聖書を正課として教えキリスト教教育を
展開する、そこにフェリスの生きる道があると考えての決断であった。ブースがその後、どのような手
を打って学校の経営安定を図っていったのかについては、稿を改めて述べたいが、概略すると1900（明
治33）年に聖書科を置き、1903年英語師範科を設置、1908（明治41）年高等科を置き、全校生徒数は
175名まで回復し、その後経営が安定しブース引退の頃には600名に達したのである。第二次世界大戦前
においては、政府は女子のための大学を認めてこなかったが、北米六教派の海外伝道局の協力のもとに
東京女子大学が教派連合大学として、1918（大正７）年に設立された。同時期にミッションの協力に基
づいて男子の連合大学も構想されたが成就しなかった。1911年春、女子の連合大学設立の可能性を調査
するための特別委員会が組織され、フェリスのブースが委員長になり、ブラックモア、デフォリスト、
ルーミス、ミリケン、ワイドナー、ダニエルの７名が委員会を構成し、各学校に意見を正した。①女子
大学設立に賛成か、②推進する組織としてキリスト教女子大学教育会を作るが、それに参加するなど意
見を求めた。かくして委員会は25名の委員によって再編成され、外国人宣教師16名、日本人教育者９名
で構成された。1912年12月には、調査報告書をまとめ、女子大学促進委員会として動いた。また同年12
月アメリカにおいて、ハーグレーブ委員長のもとで女子大学を作る促進委員会が生まれ、翌年春に「日
本におけるキリスト教女子大学の必要」と題する声明書を発表するに至った。その流れは、やがて1918
年には東京女子大学への設立となっていったのである28。
 
26  林貞子「追憶」『追憶』（フェリス同窓会、昭和７年）、12頁。
27 「岩佐択蔵先生手記」（１）『あゆみ』（フェリス女学院資料室）、40頁。
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日本社会に認められる女学校
　1889（明治22）年12月、フェリス・セミナリーは校名を「フェリス和英女学校」29に名称変更している。
ブースは機を見るに敏であった。というのは、同年２月大日本帝国憲法が発布され、天皇の絶対制が位
置付けられ天皇制絶対主義体制が憲法によって明らかになり、欧化主義に対する反感が強くなり、翌年
12月には教育勅語の渙発によって社会状況は一変した。前述したように生徒数を見ると、1888年には、
185名いた生徒が1900年以降減少の一途をたどり、1906（明治29）では38名まで落ち込んだ。この時期
の生徒の分析をすると、在学していた生徒の親は熱心なキリスト者で、生徒も苦難の時代にあって、信
仰告白をしてフェリスを誇りとする生徒であったという。そのような状況において、日本の学校として
この横浜の山手に定着させるには、日本社会に認められる学校にすることがキーポイントになった。そ
こにおいて、1889（明治22）年「フェリス和英学校」という校名に名称を変えることで、この山手にお
いて住民に目を向けた教育を展開しようという姿勢が校名変更から伺える。
　フェリスがいかに横浜の地において女学校を定着していったかをみると、山本秀煌が書いた『フェリ
ス和英女学校六十年史』の中に「開校五十年開校式」という記述がある。その記述の中に、フェリスの
教育がどんなものであったかが端的に表われているので、見てみたい30。理事長オルトマンスは、2000
年の歴史を有するキリスト教の精神と2500年の歴史を有する日本の国粋との合理的調和が学校の精神で
あるという。彼は本校女子教育の趣旨、目的を述べた。フェリスの教育的理念は、第一に女子を教育す
ること。女子は男子と同じく教育を受くべき。第二にキリスト教的に女子を教育すること。教育はその
根底に堅固なる、高潔なる宗教的信念の存在を必要とする。第三に本校における女子教育は、単に、キ
リスト教的なるに止まらず、真に日本的教育をもたらすとの確信を持つことだと言う。この学校は、日
本人が教育上の主人公であり、日本人が日本女子を日本的に教育するところであって、西洋人はこれを
助ける立場にあると。「日本人によりて日本人の為の学校である」。これが伝道局の本懐とするところで、
わが理事会の方針とするところであると述べた。
　その次に校長のブースが登場した。会場にはフェリスに関係する肖像画が掲げてあった。まずジョン・
フェリスがその生涯を通して一貫して本校の発展のために尽くしてくれたことを述べた。次に肖像画の
エミリー・エス・ブース夫人に対し、副校長として多くの教室の業務に関係しつつ、快活に熱心に36年
間の奉仕をなしたといい、ブースのフェリスでの働きに夫人が不可欠な存在であることを述べたのであ
る。教頭の岩佐琢蔵が「ブース校長夫人を憶ふ」の追悼録を書いている。
　「夫人は学校に於て聖書や文学其他の学科を受持ち忙しく働かれたのみでなく、ブース家庭の主婦と
 
28  大森秀子「基督女子教育会とキリスト教連合女子大学運動」『キリスト教学校教育同盟百年史紀要・創刊号』（キ
リスト教学校教育同盟編纂委員会、2003年）。なお東京女子大学は、1918年に専門学校令に基づき、東京府豊多
摩郡淀橋町字角筈、現在の新宿において開学し、初代学長は新渡戸稲造であった。
29 『フェリス和英女学校六十年史』「フェリス和英女学校」の名称については、この学校の顧問兼講師であった神奈
川県立師範学校教諭甫守謹吾の勧告があったと言われている。「解説　創立から関東大震災まで」『フェリス女学
院15年史資料集第２集　近代女子教育新学制までの軌跡　学校要覧・認可申請書』参照フェリス女学院15年史編
纂委員会編、2012年。
30  山本秀煌『フェリス和英女学校六十年史』前掲書、191～195頁。
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して又多くの子女の母として、活きた模範を吾儕に示されたことは、特に此処に述べなければならぬ。
其故その子女は何れも立派に独立して居られる。第一子フランク君は其第二の名を母方の家名に取られ
た如くに其性質が夫人に似て親切な方である。その友愛の情の濃かなことは一々例を挙ぐるに堪へぬほ
どである」31。
　ミセス・ブースは、副校長として授業を通して教育力を高め、生徒の動向をつかみ適切に対応し、ま
たブース一家の生活を通して、身を以って家庭のあり方、親子のあり方を示した。ミセス・ブースは、
1917（大正６）年に逝去、62年の生涯を閉じた。フェリスに仕えること36年、ミセス・ブースがミスタ ・ー
ブースを支えて車の両輪がかみ合って学校運営がなされた。この地にこの種の学校を建設する動機は、
何処にあるかといえば、「吾等の主イエス・キリストの偉大なる訓令、即ち、『然れば汝ら往きてもろも
ろの国人を教へ、……わが汝等に命ぜし凡ての事を守るべきを教へよ』との任命、其の認可権を持つも
のであります」という。ブースの女子教育の理念は、イエス・キリストの教えに従って学校を運営する
ことにつきる。キダーの日本女子教育は、マウント・ホリヨーク・セミナリーの設立者メリー・ライオ
ンの教育に感化されたものと信ずると言い、その後開校50年記念を祝するとして、キダーの「徳を追慕
されしを謝し」と述べた後、和英の和を先に英を後にした理由を説明した。そして、最後に「本校は日
本の女子をして其身体、精神を適宜に用ひて、個人のため、家庭のため、国家のために尽くすべきこと
を教え、凡てのこと働きて、吾等の造物主たる神の栄光を顕はさんためである」と32結んで、ブースの
挨拶が終わった。
結びにかえて
　来日した宣教師を見ると、圧倒的にアメリカの宣教師が多かったと言える。とりわけ女性の宣教師が
男性を大きく上回っていた。キダーは、キリストの救いの福音を宣べ伝えたいという信仰をもって来日
した。キダーがなした女子教育は、学校生活を通して女性の自立を促し、新しい自由な女性の生き方を
身をもって示し、家庭の在り方と教養ある女性が家庭を築くことの大切さを教え、近代日本の教育にイ
ンパクトを与えた。当時、1870年９月21日から始まったクララ・ヘボンの塾を受け継いだキダーの塾が、
フェリス・セミナリーからフェリス和英女学校と名称を変え、戦後フェリス女学院となって大学を持つ
学校に発展するとは誰が考えただろうか。
　続いて、キダーからバトンタッチしたブースは、夫人とともにキダーが蒔いた種を育てた。キリスト
教教育を守るために、高度の教育内容を堅持しながら高等女学校とせず、各種学校に甘んじ独自の道を
歩んだ。1890年代後半以降官製良妻賢母教育が整備されて行くに従い、また文部省訓令12号によってミッ
ション・スクールはこの種の教育に押され気味になるが、各種学校に甘んじながらキリスト教教育を顕
示して独自の道を歩んだ。そうしたキリスト教教育によってもたらされた教育を受けた生徒たちが、そ
れ以後の人生を生きるうえで、また家庭を築くうえにおいて大きな影響を与えられたと考えられる。フェ
リスの教育理念は、イエス・キリストの教えに裏打ちされたもので、フェリス和英女学校の校名に見ら
 
31 『ブース夫人記念号発刊に就て』11号（大正６年）、11頁。
32  山本秀煌『フェリス和英女学校六十年史』前掲書、193頁。
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れるように、常に日本の学校としていかに社会に適合し、定着させて高いレベルの教育を提供できるか
を考えていた。ブースは、教育環境を整備し、学校を組織化し、制度化し、安定化させた。生徒たちは、
ブース一家の生活を見ることで家庭、夫婦、親子の在り方を自然に学んだ。生徒たちに対しては、キリ
ストにならうものとしての生活をいかにしたら家庭に、社会に、世界に発信できるか、いかにしたら自
ら考えることを実践できるかを問い掛けていたように思われる。
  （おかべ・かずおき）
  明治学院大学キリスト教研究所協力研究員
  フェリス女学院理事
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